
児童の地図作品地図作品の紹介

　「私たちの身のまわりの環境地図作品展」は1991年に旭川市
で生まれた国際的な環境地図作品展で、今年第33回目を迎えま
す。日本全国はもとより世界のどの国や地域の児童生徒（６歳～
18歳）でも応募できます。作品の内容は「身のまわりの環境に
ついて自分で調査したこと、観察したこと、考えたことを地図に

したもの」です。作品のテーマは自分で自由に決める「自由テー
マ」と毎年設定される「指定テーマ」から選べます。今年の指定
テーマは「身のまわりの『優しさ(kindness)』」です。毎年国土
地理院長賞、北海道知事賞など18種類40点ほどの
優秀賞、30点ほどの優良賞、30点ほどの努力賞の
計約100点の作品が、10月下旬に旭川市科学館（サ
イパル）で展示されます。

私たちの身のまわりの環境地図作品展について

（環境地図教育研究会）

今号は、第32回私たちの身のまわりの環 境地図作品展から
岩崎 渚さんの作品を紹介します。
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緑をふやそう！緑をふやそう！〜私たちにできること〜

作成者　東京都品川区立芳水小学校　４年　岩崎 渚

　３年生で、『まち中のすずしい場所さがし』という地図を作り
ました。学校で習った一番暑い時間の14時から１時間、気温や
植物の表面温度などを夏に９日間調べた時に、なぜ植物の表面温
度は気温と比べてこんなにも低いのかと疑問に思いました。また、
他の季節はどうかなと思い、今度は１年間調べてみました。
　工夫したことは、３年生で見た地図展の入賞作品を見習い、ビ
ニールを用いて等温線をかいたこと、苦労したことは、18地点
を28回調べたことです。冬は14時半には寒くなるので調査時間
を30分早めました。また、地図が見やすいようにグラフを小さ
くしたのでかくのが大変でした。
　地図にまとめてみて、木が少しあるだけでは夏は暑いことや、
１年の平均気温の最高地点と最低地点の差が、1.5℃もあること
がわかりました。
　ここ何年間かで夏の気温は高くなっています。地球温暖化を進
めないために必要なのは「木のまとまり」だと思います。だから、
私の地図をみて、少しでも「『木のまとまり』を増やそう」と思
ってくれる人がいたらいいなと思います。 （学年は作成時）
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地球温暖化が世界的な問題になっていますが、気温と
その変化や背景を正確に把握するのは容易ではありませ
ん。そのような大きな課題に身近な所で地道に取り組ん
だ労作です。2021年６月～翌年６月までに18の地点で
28回も植物の表面温度と地表から１メートルの高さの

気温を観測し、自ら調査して作った緑地分布図の中に落
とし込んでいます。このような周到な調査と地図化によ
り、夏は森の中が涼しいこと、樹木が少ない所では気温
が高い傾向があること、などが見えてきました。

（環境地図教育研究会長　氷見山幸夫）
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